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測定 ･, 3)後肢筋切符の付邪位置の測定; 4)丸
木上水平二足歩行および木登り運動の筋唱図,フ
ォースプレイト,16zm映画投影による運動学的測
定 ; 5)計算槻シミュレーション手法の開発｡
これらの測定等により現在までに以下の成果が
みられている｡ 1)ニホンザル後肢関節可動域が
測定数値化され,筋の働きによると思われる多関
節間相互作用がみとめられた｡また膝関節瞬間回
転中心が求められた; 2)テナガザルの樹上ロコ
モーションが,地上歩行を経なくともすでに二足
歩行準肺段階を示しているとみられる; 3)膝関
節におけるシミュレ-シ,ン解析により熱帯O'力
学的特性が解析された;4)フォルマリン固定標
本によるこの柾の測定の限界が示された｡
なお本研究の成架の一部は耶8回国際霊長類学
会.郡34回日本人gl学会民族学会迎合大会におい
て発表されている｡
-39-
